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1860年， ロンドンのキングスカレッジ（King’sCollege, London）の自然哲学 ・天文学の教授にな




















もう60年程前のことになりますが， l931年lOJ:l1 I-I, 2日の阿IJ，ケ ンブ リッジ大学でマグ久ウェル
の生誕100年の式典が催されました。その式典の詳しい記事がその頃の学術雑誌 “NATURE”に載って
おります。その式典には J.J. トムソン (JosephJohn Thomson, 1856～1940），マックス ・プランク
(Max Planck, 1858～1947），アインシュタイン（Albe rt Einstein, 1879～1955），ジーンズ (James
Jeans, 1877～1946）などの20世紀の物理学を確立するのに重要な貢献をした学者達が集い，マクスウェ
ルの人柄について述べ，彼の業績を讃えています。これらの講演は，＂JAMESCLERK MAXWELL, 






































”JAMES CLERK MAXWELL, A Commemoration Volume 1831～ 
1931’＇， Cambridge University Press, 1931. 
”The Clerk Maxwell Centenary CelebrationsぺNATURE,No. 
3232, Vol. 128, pp. 604～608, 1931. 
James Clerk Maxwell; "A Tr巴atiseon Electricity and Magnet-
ismぺVol.I, Vol. I, Third Edition, Constable and Company 




























































迅は彼が愛好していたハンガリ ーの愛国詩人ベテーフィ ・シャンドール（PetofiSandor, 1823～1849) 
の歌からとして，この詩を詠んでいます。このベテーフィは1840年代にハンガリ ーの革命運動に入り，
25歳で青年ハンガリ一党のリーダーとなり ，独立戦争に従軍して若くして散った持情詩人で、す。

























































































































































































































































平成2年度入学者選抜学力試験（第2次学力検査）の前期日程試験は， 2月25日（日） ・261 
（月）に，後期日程試験は， 3月14日（7j(）・15日（木）に実施した。
学部別の受験者，合格者数及び入学者数等は次表のとおりである。
｜ω ｜倒 ｜（。 ｜倒阿 j(F) j(G) I側 j(I) j(J) I倒
学 部 ｜募集人員｜志願者数 ｜倍率｜第1段階選｜受験者数 ｜倍務 ｜欠席者数｜欠席率｜合格者数｜追加合｜入学者数
I I i(B/All絞J金盤圭重立（ '(E/A)1 I (9杉） ｜ ｜燈主主~I 一一
文ヂ部！｜一2_2_0介 －~＼＿ __ I 人｜ 人I I ベ 人l人I 2招
：前期 ｜ 190 I 625 I 3.3 I 618 613 I 3.2 I 5 I o.8 I 193 I 
；後期130 I 517い7.2 J 別 問！3. 1 123 [ 56 9 I 33 J I I 
20 151 96 lj, 8 
1, 031 
60 724 I 12. 1 
3 2. 1 
55 I 36. 4 
214 ~： : I 3~~ -\-5~：： I 
経済学部 ｜ 250 
：前；一般 1 150 
期論文 ｜ 60 
：後期 ｜ 40 
理学部I306 
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薬学部 ｜ 80 
前期 ｜ 60 
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期 I2, 092 I 7, 865 I 3.8 I 7, 232 I 1, 149 I 3. 4 
期 I689 I 6,934 110. 1 I 6,125 I 3，臼oI 5. 3 I 2, 445 I a9.9 
｜乙1s1I川怜9 1 5. a I 即 57 1 川
受験者数．欠席率は最終教科のものである。
法学部〈後期）と経済学部（後期）には，外国学校出身者のための選考試験の志願者69名と45名，第l




























で発表された TheCooperative-Game Theory of 
the Firm (Oxford University Press, 1984）と
かiformation, Incentives, and Bargaining in the 




































つとめ，また国際学術雑誌の Thejournal of 


































































































京大広報 1990. 4. 1 
く資 料〉 平成元年度京都大学職員研修実施状況




研修コースが9コースに充実したほか， 技術職員研修の実施が年2回（ 7月， 2月）となり， また，実
務研修窓口の一本化により各系別研修が一斉に実施できたことなどが挙げられる。
研修の名称実施期間 ｜対
新採用職員研修 I4月19日～ 4月21日｜新採用職員I26 
主任研修（第7回） I s月17日～ 5月19日｜主任（他機関を含む）I21Cs) 
。（第8回） I 1月 8日～11月10日｜ ク I26(3) 
監替者（係長級）研修 Ig月20日～ 9月22日｜係長（他機関を含む）I2scs) 
技術職員研修（第2回） I 1月18日～ 7月20日｜行（一）教室系技術職員｜ 44 
。（第3回） I 2月13日～ 2月15日｜ 。 I41 
中堅職員研修 I1月30日～ 2月 1日｜事務系職員（主任除）I37 
実務研修（庶務系） I 1月29日～12月 1口I任務系事務職員I27 
。 （経理系） I 11月 6日～11月 8日1経理系事務職員I21 
タ （施設系） I 6月 7日～ 6月 9日 l施設系技術職員I19 
-'/ （。） I 10月25日～10月27目。 I17 
-'/ （教務系） 10月17日～10月19日 l教務系事務職員I23 
s I 34 I経済学部特別 総豊島室
7(0)1 34(5)1関西地区大学セミナー ハウス
9(2)1 35(5)1国立若狭湾少年自然の家
s c1 )I 31 (6)I理学部附属瀬戸臨海実験所
1 I 45 I附属図書館，理学部，工学部
















19 I -'/ 
0 I 17 
16 I 39 I学生部会議室
（ ）中は他機関の受講者数
平成元年度学生生活実態調査報告
学生音Iはば生施策の企画 ・実施のための基礎資料を得るため， 昨年1月にこの調査を行い， その集計
結果を『学生生活実態調査報告』としてまとめた。
学生生活の現状に対して理解を深めるため，ここに参考として調査の級要を紹介する。













調査対象は，平成元年10月 1日現在における在学学生中， 外国人留学生， 休学者を除いたもので
ある。母集団となる調査対象は次のとおりである。
学部男子学生 1, 000名 大学院修士課程学生
学部女子学生 1, 416名 大学院博土後期課程学生
計 12,416 計
合計 15,868名
Jill出には例年のごとく Ji，＂）化無作為抽出法を採用した。大学院学生からは男 女とも 2分の 1' 学部






















全 ＇幽£．寸ー 女 708 












主 な 事 項 学部学生 大学院学生
家庭の 京 都 府 8.守% 16.0% 
所在地 近畿地方（京都府下を含む） 52.7% 56.2% 
家 庭
家計支持者の職業が俸給生活者 7. 6% 69.9% 
家庭の全年収（平均値） 9,958,507円 8,595,693円
過去半年聞にアルパイトをした者 84. 7~1 -- 79. 7% 
アルバイト 使 衣食住，勉学費に使用した者 44. 1% 69.9% 
途 上記以外に使用した者 54.3% 29.4% 
奨 員寸ι・ 給 し て し、 る 21. 9% 62.0% 
徒 14.6% 22.9% 
通 A弓泊』ら
自 転 率 40.9% 28.7% 
宅 通 ~与－ 
者 ｜ ｜ 
24.4% 23.0% 
住
都 市 内 居 住 80.2% 88.3% 
勉 学 ｜自 習 時 I. 7時間 I. 6時間
課外サークル ｜加 入 し て し、 76.7% 36.1% 
家 庭 か ら（平均値〉 84,400円 46,100円
収入月 額
アルパイト ・奨学金（平均値） 38, 100円 90,400円
（自宅外通学者〉
収入金額合計（平均値〉 123,500円 139,100円
部 屋 代（平均値） 31, 700円 28,500円
支出月額 食 費（平均値） 33,200円 38,200円
（自宅外通学者〉 勉学費 ・書籍費合計〈平均値） 8,300円 13, 100円
支出金額合計（平均値〉 125,900内 139,800円
注記 アノレパイトの使途の割合は第一順位の数値を表記した。また，衣食住，勉学費に使用した者と上記
以外に使用した者の合計が 100%にならないのは，無回答，誤記入があるためである。 （学生部）
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